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告 
 

示 

  
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

定
款
の
変
更
の
認
証
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提

出
さ
れ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
変
更
後
の
定
款
を
、
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
月
間
、
県
民
生

活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
及
び
埼
玉
県
南
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法
並
び

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（http://www.s

aitamaken-npo.net/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
四
日 

二 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

 
 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
志
民
ア
シ
ス
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

三 

代
表
者
の
氏
名 

 
 

相
京 

美
津
夫 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
川
口
市
西
川
口
五
丁
目
二
番
一
号
仲
町
住
宅
店
舗
一
〇
六
号 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

 

こ
の
法
人
は
、
市
民
や
行
政
、
企
業
と
い
う
垣
根
を
は
ず
し
共
に
育
ち
あ
う
た
め
に
、
地
域

を
よ
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
熱
き
「
志
」
を
持
っ
た
人
々
を
結
び
、
福
祉
・
環
境
・
教
育
・
国

際
支
援
・
地
域
活
性
化
な
ど
を
考
え
提
言
し
活
動
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
市
民
セ
ク
タ
ー
と

行
政
、
企
業
、
市
民
と
の
仲
介
役
と
い
う
立
場
で
、
地
域
活
動
を
協
働
で
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
、
お
互
い
の
経
験
交
流
、
学
び
あ
い
、
支
え
合
い
の
場
の
提
供
を
お
こ
な
い
、

個
々
の
生
き
方
を
尊
重
し
た
、
誰
も
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
、
ま
ち
づ
く
り
・
人
づ
く
り
の

実
現
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
八
十
三
号



告 
 

示 

  
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
定
款
、
役
員
名
簿
、
設
立
趣
旨
書
並
び
に
設
立
当
初
の
事
業
年
度
及

び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
活
動
予
算
書
を
、
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
月
間
、
県

民
生
活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
及
び
埼
玉
県
南
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法

並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（

http://www.saitamaken-npo.net/
）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
一
日 

二 

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
子
育
て
応
援
ク
ラ
ブ
む
く
む
く 

三 

代
表
者
の
氏
名 

岡
元 

弘
子 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

埼
玉
県
蕨
市
塚
越
七
丁
目
二
十
三
番
二
号 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

地
域
で
子
育
て
中
の
両
親
や
保
育
・
教
育
関
係
者
を
中
心
と
し
た
広
く
一
般
市
民
を
対
象
と

し
て
、
保
育
と
子
育
て
に
関
す
る
支
援
、
各
種
講
座
の
開
催
、
保
育
・
教
育
関
係
者
の
連
携
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど
の
事
業
を
行
い
、
も
っ
て
子
供
の
健
全
な
育
成
、
人

権
の
擁
護
、
社
会
福
祉
の
増
進
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
を
図
り
、
よ
り
安
心
、
安
定
し
た
地

域
社
会
を
形
成
し
、
一
般
市
民
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
八
十
四
号



告 
 

示 

  
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
定
款
、
役
員
名
簿
、
設
立
趣
旨
書
並
び
に
設
立
当
初
の
事
業
年
度
及

び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
活
動
予
算
書
を
、
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
月
間
、
県

民
生
活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
及
び
埼
玉
県
県
央
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法

並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（http://w

ww.saitamaken-npo.net/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
四
年
十
月
二
日 

二 

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
北
本
市
観
光
協
会 

三 

代
表
者
の
氏
名 

安
江 

洋 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

埼
玉
県
北
本
市
本
町
一
丁
目
百
三
番
地
北
本
市
役
所
第
四
庁
舎 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

こ
の
法
人
は
、
北
本
市
の
観
光
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
八
十
五
号



告

示

小
鹿
野
町
に
お
け
る
地
籍
調
査
の
成
果
を
、
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）

第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
調
査
の
成
果
と
し
て
認
証
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

調
査
を
行
っ

調
査
を
行
っ
た

成

果

の

調
査
を
行
っ
た

認

証

た
者
の
名
称

時

期

名

称

地

区

年

月

日

小
鹿
野
町

平
成
二
十
二
年
度

地
籍
図

二
十
枚

般
若
三
（
般
若
の

平
成
二
十
四
年

平
成
二
十
三
年
度

地
籍
簿

一
冊

一
部
）

十
月
九
日

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
八
十
六
号



告告告告    
    

示示示示    
        

埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
昭
和
五
十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
八
号
）
第
十
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
特
に
優
良
な
図
書
と
し
て
、
次
の
と
お
り
推
奨

す
る
。 平

成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

     

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
八
十
七
号



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

   

推
奨
番
号  

 
 

対 
 

象 
 
 

 
 

 
 

書 
 

 
 

 
 

名 
 
 

 
 
 

著 
 

者 
 

名 
 

等 
 
 
 

発 

行 

所 
 

 

一
三
六
一  

乳
幼
児 

 

こ
れ
は
お
ひ
さ
ま 

 

谷
川 

俊
太
郎 

 

復
刊
ド
ッ
ト
コ
ム 

 

一
三
六
二  

同 
 

ト
ラ
の
じ
ゅ
う
た
ん
に
な
り
た
か
っ
た
ト
ラ 

 

ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ロ
ー
ズ 

 

岩
波
書
店 

 

一
三
六
三  

同 
 

の
は
ら
の
お
へ
や 

 

み
や
こ
し 

あ
き
こ 

 

ポ
プ
ラ
社 

 

一
三
六
四  

同 
 

ど
ん
ど
こ
ど
ん 

 

和
歌
山 

静
子 

 

福
音
館
書
店 

 

一
三
六
五  

同 
 

お
べ
ん
と
う 

 

小
西 

英
子 

 

福
音
館
書
店 

 

一
三
六
六  

小
学
校
低
学
年 

 

つ
む
ぎ
が
か
ぞ
く
に
な
っ
た
日 

 

な
り
ゆ
き 

わ
か
こ 

 

ポ
プ
ラ
社 

 

一
三
六
七  

同 
 

ぞ
う
く
ん
の
は
じ
め
て
の
ぼ
う
け
ん 

 

セ
シ
ル
・
ジ
ョ
ス
リ
ン 

 

あ
か
ね
書
房 

 

一
三
六
八  

同 
 

え
え
と
こ
ろ 

 

く
す
の
き 

し
げ
の
り 

 

学
研
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ 

 

一
三
六
九  

同 
 

あ
い
う
え
お
た
く
は
い
び
ん 

 

こ
と
は 

て
ん
こ 

 

く
も
ん
出
版 

 

一
三
七
〇  

同 
 

ぼ
く
ら
の
あ
か
山 

 

藤
本 

四
郎 

 

文
研
出
版 

 

一
三
七
一  

小
学
校
中
学
年 

 

は
じ
め
て
の
ほ
し
ぞ
ら
え
ほ
ん 

 

村
田 

弘
子 

 

パ
イ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル 

 

一
三
七
二  

同 
 

バ
テ
ィ
ス
ト
さ
ん
と
ハ
ン
ガ
ー
ブ
ル
グ
＝
ハ
ン
ガ
ー
ブ
ル
グ
伯
爵
の
お
は
な
し 

 

ル
ド
ウ
ィ
ッ
ヒ
・
ベ
ー
メ
ル
マ
ン
ス 

 

Ｂ
Ｌ
出
版 

  
 

 
 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一
三
七
三  

同 
 

ド
レ
ミ
フ
ァ
荘
の
ジ
ジ
ル
さ
ん 

ピ
ピ
ン
と
ト
ム
ト
ム
物
語 

 

た
か
ど
の 

ほ
う
こ 

 

理
論
社 

 

一
三
七
四  
同 

 

シ
ー
ル
の
星 

 

岡
田 

淳 
 

偕
成
社 

 

一
三
七
五  

同 
 

盆
ま
ね
き 

 

富
安 

陽
子 

 

偕
成
社 

 

一
三
七
六  

小
学
校
高
学
年 

 

雨
あ
が
り
の
メ
デ
ジ
ン 

 

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ゴ
メ
ス
＝
セ
ル
ダ 

 

鈴
木
出
版 

 

一
三
七
七  

同 
 

ゴ
ミ
に
す
む
魚
た
ち 

 

大
塚 

幸
彦 

 

講
談
社 

 

一
三
七
八  

同 
 

「
リ
ベ
ン
ジ
す
る
と
あ
い
つ
は
言
っ
た 

 

朝
比
奈 

蓉
子 

 

ポ
プ
ラ
社 

 

一
三
七
九  

同 
 

１１
号
室
の
ひ
み
つ 

 

ヘ
ザ
ー
・
ダ
イ
ヤ
ー 

 

小
峰
書
店 

 

一
三
八
〇  

同 
 

ピ
ー
ト
の
ス
ケ
ー
ト
レ
ー
ス 
～
第
二
次
世
界
大
戦
下
の
オ
ラ
ン
ダ
で
～  

ル
イ
ー
ズ
・
ボ
ー
デ
ン 

 

福
音
館
書
店 

 

一
三
八
一  

中
学
校 
 

魔
法
の
泉
へ
の
道 

 

リ
ン
ダ
・
ス
ー
・
パ
ー
ク 

 

あ
す
な
ろ
書
房 

 

一
三
八
二  

同 
 

お
れ
た
ち
の
青
空 

 

佐
川 

光
晴 

 

集
英
社 

 

一
三
八
三  

同 
 

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
イ
ズ

１５
歳 

約
束
の
グ
ラ
ウ
ン
ド 

 

は
ら
だ 

み
ず
き 

 

角
川
書
店 

 

一
三
八
四  

同 
 

ア
ラ
ス
カ
の
詩 

夢
を
追
う
人 

 
星
野 

道
夫 

 

新
日
本
出
版
社 

 

一
三
八
五  

同 
 

鉄
は
魔
法
つ
か
い 

 

畠
山 
重
篤 

 

小
学
館 

 
 

 
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
一
三
八
六  

高
校
・
青
年 

 

明
日
の
マ
ー
チ 

 

石
田 

衣
良 

 

新
潮
社 

 

 

一
三
八
七  

同 
 

ピ
エ
タ 

 

大
島 

真
寿
美 

 

ポ
プ
ラ
社 

 

一
三
八
八  

同 
 

心
を
整
え
る
。 

 

長
谷
部 

誠 
 

幻
冬
舎 

 

一
三
八
九  

同 
 

ハ
テ
ィ
の
は
て
し
な
い
空 

 

カ
ー
ビ
ー
・
ラ
ー
ソ
ン 

 

鈴
木
出
版 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



告 
 

示 

  
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、 

嵐
山
中
部
土
地
改
良
区
か
ら
当
該
役
員
を
退
任
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

退
任 

 

職 

名 
 

氏 

名 
 

 
 

 
 

住 
 

 
 

所 

 

理 

事 

大 

澤 

直 

之 
 

埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
大
字
広
野
千
六
十
五
番
地 

 
 埼

玉
県
告
示
第
千
三
百
八
十
八
号



告 
 

示 

 
 

 
測
量
計
画
機
関
の
長
で
あ
る
埼
玉
県
知
事
上
田
清
司
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る

旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

埼
玉
県 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
一
級
水
準
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

埼
玉
県
内
（
五
十
六
市
町
）
中
央
部
、
東
部
、
北
東
部
、
西
部
、
北
部
、
比
企
地
域 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
四
年
九
月
十
四
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
二
日
ま
で 

      

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
八
十
九
号



告 
 

示 

 
 

 
測
量
計
画
機
関
の
長
で
あ
る
埼
玉
県
加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測

量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第

三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

埼
玉
県
加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
ほ
場
整
備
事
業 

荒
木
地
区 

地
区
界
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

行
田
市
大
字
荒
木
地
内
他 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日
ま
で 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
九
十
号



告 
 

示 

 
 

 
測
量
計
画
機
関
の
長
で
あ
る
比
企
郡
吉
見
町
長
新
井
保
美
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施

す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

比
企
郡
吉
見
町 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量 

復
旧
測
量
（
基
準
点
）
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

比
企
郡
吉
見
町
（
全
域
） 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
二
日
ま
で 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
九
十
一
号



告 
 

示 

 
 

 
測
量
計
画
機
関
の
長
で
あ
る
川
越
市
長
川
合
善
明
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨

の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

川
越
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
、
水
準
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

川
越
市
大
字
砂
地
内 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
七
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日
ま
で 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
九
十
二
号



告 
 

示 

 
 

 
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
告
示
第
千
百
四
十
二
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量（
復
旧
測
量（
基
準
点
））

は
、
平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
一
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
の
長
で
あ
る
坂
戸
市
長
石
川
清

か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
九
十
三
号



告 
 

示 

 
 

 
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
告
示
第
八
百
七
十
八
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
（
座
標
補
正
に
伴
う
点

検
測
量
）
は
、
平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
一
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
の
長
で
あ
る
加
須
市

長
大
橋
良
一
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三

十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
九
十
四
号



告 
 

示 

 
 

 
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
告
示
第
千
百
十
一
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
（
神
保
原
駅
南
土
地
区
画

整
理
事
業 

街
区
・
画
地
出
来
形
確
認
測
量
）
は
、
平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
一
日
終
了
し
た
旨

測
量
計
画
機
関
の
長
で
あ
る
児
玉
郡
上
里
町
長
関
根
孝
道
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、測
量
法（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
九
十
五
号



告 
 

示 

 
 

 
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
十
三
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
（
一
級
基
準
点
測
量
、

二
級
基
準
点
測
量
）
は
、
平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
一
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
の
長
で
あ

る
久
喜
市
長
田
中
暄
二
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八

号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
九
十
六
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
の
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

一 

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

 

新
座
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針 

 

二 

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域 

 
 

 

新
座
都
市
計
画
区
域
の
区
域 

 

三 

都
市
計
画
の
変
更
の
案
の
縦
覧
場
所 

 
 

 

埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
、
埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
、
新
座
市
ま
ち
づ
く 

 
 

り
計
画
課 

 

四 

縦
覧
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
六
日
ま
で 

 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
九
十
七
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
の
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

一 

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

 

新
座
都
市
計
画
区
域
区
分 

 

二 

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域 

 
 

 

新
座
市
池
田
三
丁
目
、
石
神
二
丁
目
、
石
神
三
丁
目
、
栗
原
一
丁
目
、
馬
場
三
丁
目
、
野 

 
 

寺
一
丁
目
の
各
一
部 

 

三 

都
市
計
画
の
変
更
の
案
の
縦
覧
場
所 

 
 

 

埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
、
埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
、
新
座
市
ま
ち
づ
く 

 
 

り
計
画
課 

 

四 

縦
覧
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
六
日
ま
で 

 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
九
十
八
号



告 
 

示 

  
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
建
築
士
事
務
所
の
登
録
を
取
り
消
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

監
督
処
分
を
し
た
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
八
日 

二 

監
督
処
分
を
受
け
た
建
築
士
事
務
所
（
以
下
「
処
分
対
象
事
務
所
」
と
い
う
。
）
の
名
称
及 

 
 

 

び
所
在
地 

 
 

石
田
建
築
事
務
所 

 
 

埼
玉
県
北

飾
郡
松
伏
町
大
字
松
伏
三
千
三
十
九
番
地
二 

三 

処
分
対
象
事
務
所
の
開
設
者
の
氏
名 

 
 

石
田 

寛 

四 

処
分
対
象
事
務
所
の
種
類 

 
 

一
級
建
築
士
事
務
所 

五 

処
分
対
象
事
務
所
の
登
録
番
号 

 
 

埼
玉
県
知
事
登
録
（
一
）
第
九
五
五
六
号 

六 

監
督
処
分
の
内
容 

 
 

事
務
所
の
登
録
の
取
消
し 

七 

監
督
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実 

 
 

建
築
士
法
第
二
十
三
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
廃
業
等
の
届
出
が
な
い
が
、
開
設
者
が
死
亡
し 

 

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
九
十
九
号



告 
 

示 

  
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
建
築
士
事
務
所
の
登
録
を
取
り
消
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

監
督
処
分
を
し
た
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
八
日 

二 

監
督
処
分
を
受
け
た
建
築
士
事
務
所
（
以
下
「
処
分
対
象
事
務
所
」
と
い
う
。
）
の
名
称
及 

 
 

 

び
所
在
地 

 
 

団
建
築
設
計
事
務
所 

 
 

埼
玉
県
川
口
市
西
川
口
一
丁
目
三
十
七
番
八
南
部
マ
ン
シ
ョ
ン
三
〇
二
号 

三 

処
分
対
象
事
務
所
の
開
設
者
の
氏
名 

 
 

上
村 

正 

四 

処
分
対
象
事
務
所
の
種
類 

 
 

二
級
建
築
士
事
務
所 

五 

処
分
対
象
事
務
所
の
登
録
番
号 

 
 

埼
玉
県
知
事
登
録
（
三
）
第
八
九
六
三
号 

六 

監
督
処
分
の
内
容 

 
 

事
務
所
の
登
録
の
取
消
し 

七 

監
督
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実 

 
 

建
築
士
法
第
二
十
三
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
廃
業
等
の
届
出
が
な
い
が
、
開
設
者
が
死
亡
し 

 

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
号



告 
 

示 

  
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
建
築
士
事
務
所
の
登
録
を
取
り
消
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

監
督
処
分
を
し
た
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
八
日 

二 

監
督
処
分
を
受
け
た
建
築
士
事
務
所
（
以
下
「
処
分
対
象
事
務
所
」
と
い
う
。
）
の
名
称
及 

 
 

 

び
所
在
地 

 
 

加
建
築
設
計
事
務
所 

 
 

埼
玉
県
上
尾
市
大
字
小
敷
谷
七
十
七
番
地
一
西
上
尾
第
二
団
地
一
―
二
六
―
一
〇
五 

三 

処
分
対
象
事
務
所
の
開
設
者
の
氏
名 

 
 

加
賀 

竜
三 

四 

処
分
対
象
事
務
所
の
種
類 

 
 

二
級
建
築
士
事
務
所 

五 

処
分
対
象
事
務
所
の
登
録
番
号 

 
 

埼
玉
県
知
事
登
録
（
六
）
第
二
二
六
三
号 

六 

監
督
処
分
の
内
容 

 
 

事
務
所
の
登
録
の
取
消
し 

七 

監
督
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実 

 
 

建
築
士
法
第
二
十
三
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
廃
業
等
の
届
出
が
な
い
が
、
開
設
者
が
死
亡
し 

 

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
一
号



告 
 

示 

  
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
建
築
士
事
務
所
の
登
録
を
取
り
消
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

監
督
処
分
を
し
た
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
八
日 

二 

監
督
処
分
を
受
け
た
建
築
士
事
務
所
（
以
下
「
処
分
対
象
事
務
所
」
と
い
う
。
）
の
名
称
及 

 
 

 

び
所
在
地 

 
 

ハ
セ
ガ
ワ
設
計
事
務
所 

 
 

埼
玉
県
春
日
部
市
東
中
野
四
百
三
十
二
番
地
二 

三 

処
分
対
象
事
務
所
の
開
設
者
の
氏
名 

 
 

長
谷
川 

政
己 

四 

処
分
対
象
事
務
所
の
種
類 

 
 

二
級
建
築
士
事
務
所 

五 

処
分
対
象
事
務
所
の
登
録
番
号 

 
 

埼
玉
県
知
事
登
録
（
三
）
第
九
二
五
一
号 

六 

監
督
処
分
の
内
容 

 
 

事
務
所
の
登
録
の
取
消
し 

七 

監
督
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実 

 
 

建
築
士
法
第
二
十
三
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
廃
業
等
の
届
出
が
な
い
が
、
開
設
者
が
死
亡
し 

 

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
二
号



告 
 

示 

  
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
建
築
士
事
務
所
の
登
録
を
取
り
消
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

監
督
処
分
を
し
た
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
八
日 

二 

監
督
処
分
を
受
け
た
建
築
士
事
務
所
（
以
下
「
処
分
対
象
事
務
所
」
と
い
う
。
）
の
名
称
及 

 
 

 

び
所
在
地 

 
 

建
築
・
都
市
計
画
工
房
一
級
建
築
士
事
務
所 

 
 

埼
玉
県
熊
谷
市
久
保
島
二
千
百
七
十
番
地
一 

三 

処
分
対
象
事
務
所
の
開
設
者
の
氏
名 

 
 

小
林 

文
和 

四 

処
分
対
象
事
務
所
の
種
類 

 
 

一
級
建
築
士
事
務
所 

五 

処
分
対
象
事
務
所
の
登
録
番
号 

 
 

埼
玉
県
知
事
登
録
（
二
）
第
八
七
六
五
号 

六 

監
督
処
分
の
内
容 

 
 

事
務
所
の
登
録
の
取
消
し 

七 

監
督
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実 

 
 

建
築
士
法
第
二
十
三
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
廃
業
等
の
届
出
が
な
い
が
、
開
設
者
が
死
亡
し 

 

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
三
号



告 
 

示 

  
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
建
築
士
事
務
所
の
登
録
を
取
り
消
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

監
督
処
分
を
し
た
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
八
日 

二 

監
督
処
分
を
受
け
た
建
築
士
事
務
所
（
以
下
「
処
分
対
象
事
務
所
」
と
い
う
。
）
の
名
称
及 

 
 

 

び
所
在
地 

 
 

コ
ム
ズ
ハ
ウ
ス
株
式
会
社
一
級
建
築
士
事
務
所 

 
 

埼
玉
県
加
須
市
芋
茎
千
三
十
九
番
地
二 

三 

処
分
対
象
事
務
所
の
開
設
者
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

 
 

コ
ム
ズ
ハ
ウ
ス
株
式
会
社 

 
 

代
表
取
締
役 

尾
身 

正
志 

四 

処
分
対
象
事
務
所
の
種
類 

 
 

一
級
建
築
士
事
務
所 

五 

処
分
対
象
事
務
所
の
登
録
番
号 

 
 

埼
玉
県
知
事
登
録
（
二
）
第
八
二
九
二
号 

六 

監
督
処
分
の
内
容 

 
 

事
務
所
の
登
録
の
取
消
し 

七 

監
督
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実 

 
 

建
築
士
法
第
二
十
三
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
廃
業
等
の
届
出
が
な
い
が
、
法
人
の
破
産
手
続 

 

開
始
が
決
定
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
四
号



告 
 

示 

  
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
建
築
士
事
務
所
の
登
録
を
取
り
消
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

監
督
処
分
を
し
た
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
八
日 

二 

監
督
処
分
を
受
け
た
建
築
士
事
務
所
（
以
下
「
処
分
対
象
事
務
所
」
と
い
う
。
）
の
名
称
及 

 
 

 

び
所
在
地 

 
 

株
式
会
社
山
口
工
務
店
・
山
口
建
築
設
計
事
務
所 

 
 

埼
玉
県
川
越
市
大
字
下
赤
坂
千
八
百
五
番
地
八 

三 

処
分
対
象
事
務
所
の
開
設
者
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

 
 

株
式
会
社
山
口
工
務
店 

 
 

代
表
取
締
役 

山
口 

隆
次 

四 

処
分
対
象
事
務
所
の
種
類 

 
 

二
級
建
築
士
事
務
所 

五 

処
分
対
象
事
務
所
の
登
録
番
号 

 
 

埼
玉
県
知
事
登
録
（
三
）
第
九
一
五
九
号 

六 

監
督
処
分
の
内
容 

 
 

事
務
所
の
登
録
の
取
消
し 

七 

監
督
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実 

 
 

建
築
士
法
第
二
十
三
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
廃
業
等
の
届
出
が
な
い
が
、
法
人
の
破
産
手
続 

 

開
始
が
決
定
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
五
号



告 
 

示 

  
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
建
築
士
事
務
所
の
登
録
を
取
り
消
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

監
督
処
分
を
し
た
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
八
日 

二 

監
督
処
分
を
受
け
た
建
築
士
事
務
所
（
以
下
「
処
分
対
象
事
務
所
」
と
い
う
。
）
の
名
称
及 

 
 

 

び
所
在
地 

 
 

有
限
会
社
夢
ハ
ウ
ス
二
級
建
築
士
事
務
所 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
丸
ヶ
崎
千
二
百
二
十
番
地
ベ
ン
チ
ャ
ー
オ
フ
ィ
ス
Ｋ
―
１ 

三 

処
分
対
象
事
務
所
の
開
設
者
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

 
 

有
限
会
社
夢
ハ
ウ
ス 

 
 

取
締
役 

大
室 

伊
佐
雄 

四 

処
分
対
象
事
務
所
の
種
類 

 
 

二
級
建
築
士
事
務
所 

五 

処
分
対
象
事
務
所
の
登
録
番
号 

 
 

埼
玉
県
知
事
登
録
（
一
）
第
一
〇
五
三
七
号 

六 

監
督
処
分
の
内
容 

 
 

事
務
所
の
登
録
の
取
消
し 

七 

監
督
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実 

 
 

建
築
士
法
第
二
十
三
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
廃
業
等
の
届
出
が
な
い
が
、
法
人
が
解
散
し
て 

 

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
六
号



告 
 

示 

  
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
建
築
士
事
務
所
の
登
録
を
取
り
消
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

監
督
処
分
を
し
た
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
八
日 

二 

監
督
処
分
を
受
け
た
建
築
士
事
務
所
（
以
下
「
処
分
対
象
事
務
所
」
と
い
う
。
）
の
名
称
及 

 
 

 

び
所
在
地 

 
 

株
式
会
社
設
計
事
務
所
チ
ー
ム
・
ケ
イ 

 
 

埼
玉
県
越
谷
市
蒲
生
茜
町
十
九
番
地
一
井
上
ビ
ル
二
〇
五
号 

三 

処
分
対
象
事
務
所
の
開
設
者
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

 
 

株
式
会
社
設
計
事
務
所
チ
ー
ム
・
ケ
イ 

 
 

代
表
取
締
役 

山
口 

啓
司 

四 

処
分
対
象
事
務
所
の
種
類 

 
 

一
級
建
築
士
事
務
所 

五 

処
分
対
象
事
務
所
の
登
録
番
号 

 
 

埼
玉
県
知
事
登
録
（
一
）
第
九
六
九
八
号 

六 

監
督
処
分
の
内
容 

 
 

事
務
所
の
登
録
の
取
消
し 

七 

監
督
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実 

 
 

建
築
士
法
第
二
十
三
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
廃
業
等
の
届
出
が
な
い
が
、
法
人
が
解
散
し
て 

 

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
七
号



告 
 

示 

  
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
建
築
士
事
務
所
の
登
録
を
取
り
消
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

監
督
処
分
を
し
た
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
八
日 

二 

監
督
処
分
を
受
け
た
建
築
士
事
務
所
（
以
下
「
処
分
対
象
事
務
所
」
と
い
う
。
）
の
名
称
及 

 
 

 

び
所
在
地 

 
 

有
限
会
社
石
原
工
務
店 

 
 

埼
玉
県
所
沢
市
大
字
上
安
松
六
百
三
十
番
地
二 

三 

処
分
対
象
事
務
所
の
開
設
者
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

 
 

有
限
会
社
石
原
工
務
店 

 
 

代
表
取
締
役 

石
原 

勇
一 

四 

処
分
対
象
事
務
所
の
種
類 

 
 

二
級
建
築
士
事
務
所 

五 

処
分
対
象
事
務
所
の
登
録
番
号 

 
 

埼
玉
県
知
事
登
録
（
一
）
第
一
〇
六
五
二
号 

六 

監
督
処
分
の
内
容 

 
 

事
務
所
の
登
録
の
取
消
し 

七 

監
督
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実 

 
 

建
築
士
法
第
二
十
三
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
廃
業
等
の
届
出
が
な
い
が
、
法
人
が
解
散
し
て 

 

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
八
号



告 
 

示 

 
 

 
宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
処

分
に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
聴
聞
を
次
の
と
お
り
公
開
で
行
う
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

聴
聞
の
日
時
及
び
被
聴
聞
者 

二 

聴
聞
の
場
所 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
二
番
二
十
四
号 

 
 

埼
玉
教
育
会
館 

三
〇
一
会
議
室 

平
成
二
十
四
年

十
一
月
二
日
午

前
十
時 

 

聴

聞

の

日

時 

オ
デ
ッ
サ
エ
ス

テ
ー
ト
株
式
会

社 

 

被
聴
聞
者
の
商 

号
又
は
名
称 

 
代
表
取
締
役 

 
 

金
澤 

健
次 

被
聴
聞
者
の
氏
名
（
法

人
に
あ
っ
て
は
代
表
者

の
氏
名
） 

埼
玉
県
富
士
見
市
東

み
ず
ほ
台
二
丁
目
二

十
九
番
二
号
み
ず
ほ

台
西
口
駅
ビ
ル
一
階 

被
聴
聞
者
の
主
た
る

事
務
所
の
所
在
地 

 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
九
号



告 
 

示 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

         

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
十
号



１ 購入等件名及び数量  

  運転者管理業務用端末装置等の賃貸借 一式  

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地  

  埼玉県警察本部総務部財務局会計課調度第一係 埼玉県さいたま市浦和区高砂

３丁目15番１号  

３ 落札者を決定した日  

  平成24年９月11日  

４ 落札者の氏名及び住所  

  日本電子計算機株式会社 東京都千代田区丸の内３丁目４番１号  

５ 落札金額  

  892,980,900円  

６ 契約の相手方を決定した手続  

  一般競争入札  

７ 入札の公告を行った日  

  平成24年７月27日  

 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
さ
い
た
ま
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
六
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
さ
い
た
ま
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
県
土
整
備
事
務
所
長 

原 
 

 

正 

明 

 
 



          

    

百
二
十
二
号 

 

路 

線 

名 

 

川
口
市
元
郷
一
丁
目
一
九
三
三
番
一
地
先
か
ら 

 

同
市
元
郷
一
丁
目
一
九
二
〇
番
二
三
地
先
ま
で 

 
 

供
用
開
始
の
区
間 

   

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
十
四
年
十
一
月
八
日
付
け
、
埼
玉
県
告
示

第
二
千
三
十
四
号
で
区
域
変
更
し
た
部
分
の
一

部
供
用
開
始
。 

 
 

備 
 

考 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
さ
い
た
ま
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
七
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
さ
い
た
ま
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
県
土
整
備
事
務
所
長 

原 
 

 

正 

明 

 
 



          

    

根
岸
本
町
線 

 

路 

線 

名 

  

川
口
市
本
町
三
丁
目
六
三
番
二
地
先 

   
 

供
用
開
始
の
区
間 

   

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
日
付
け
、
さ
い
た
ま

県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
四
号
で
区
域
変
更

し
た
部
分
の
一
部
供
用
開
始
。 

 
 

備 
 

考 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
一
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の 

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環 

境
課
及
び
埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
長 

野 

川 

達 

哉 

 

一 

道
路
の
種
類  

県
道 

二 

路

線

名  

鴻
巣
桶
川
さ
い
た
ま
線 

三 

道
路
の
区
域 



 

新 旧 

旧 

新 
別 

  

北
本
市
二
ツ
家
三
丁
目
一
五
八
番
一
地

先
か
ら
桶
川
市
北
二
丁
目
一
五
四
四
番

二
地
先
ま
で 

  

区 
 
 
 

間 

一
二
・
九
五
～
一
六
・
〇
〇 

九
・
四
五
～
一
二
・
九
五 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

四
一
二
・
〇
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

  

地
域
自
主
戦
略
交
付

金
街
路
整
備
工
事 

  

備  

 

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
二
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ 

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
長 

野 

川 

達 

哉 

 



 

 

鴻
巣
桶
川
さ
い
た
ま
線 

 

路 
 

線 
 

名 

北
本
市
二
ツ
家
三
丁
目
五
九
番
一
地
先

か
ら
桶
川
市
北
二
丁
目
一
五
四
四
番
二

地
先
ま
で 

 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

供
用
開
始
の
期
日 

延
長
七
二
五
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル 

備  

 

考  



告 
 

示 

 
埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
千
七
十
一
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

寺 

内 

盛 

幸 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
四
日 

 
 

指
令
越
建
セ
第
二
三
〇
〇
六
六
一
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
五
日 

 
 

越
建
セ
第
三
五
〇
―
一
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉
戸
町
大
字
杉
戸
字
与
左
エ
門
二
千
七
百
十
九
番
一 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉
戸
町
清
地
一
丁
目
六
番
三
十
八
号
山
﨑
ハ
イ
ツ
一
〇
一 

 
 

山
﨑 

昭
司 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 

 
埼
玉
県
病
院
事
業
告
示
第
三
十
九
号 

 
 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者 

名 

和 
 

 

肇 
 



１   購入等件名及び数量  

  超音波診断装置システム 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

埼玉県病院局経営管理課 入札担当 

  埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目 13 番３号 

３ 落札者を決定した日 

  平成 24 年 10 月２日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  東芝メディカルシステムズ株式会社埼玉支店 

   埼玉県さいたま市北区土呂町１丁目 45 番地 10 

５ 落札金額 

  27,615,000 円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

   平成 24 年８月 21 日 
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